
 

 プラン５ 憩いとうるおいの環境づくり 

２ 緑地保全施策の推進 【達成状況区分 ２】 

 
 

１ 魅力ある公園緑地の整備 【達成状況区分 ３】 

【主な実施結果】 

富士見周辺地区の整備  

・各公共施設や公園整備における事業調整を行うとともに、都市計画公園区域や用途地域等
の都市計画変更を完了するなど、「富士見周辺地区整備実施計画」等に基づく取り組みを
推進しました。 

・スポーツ・文化複合施設基本計画を策定しました。 

等々力緑地の整備 
・緑地全体の基本設計として整備計画図を作成しました。等々力陸上競技場整備計画を策定

し、事業者選定に向けた準備を行いました。 

生田緑地の整備 
・クラブハウス建替え工事を着手しました。 
・生田緑地の横断的管理運営体制の構築に向け、民間活用推進委員会を開催し、指定管理者

制度の導入が望ましいという審議結果を得ました。 
・生田緑地の利用者の利便性の向上のため、東口ビジターセンター・西口サテライトを整備

しました。 
・生田緑地ビジョンに基づき、多様な主体が相互に連携・調整しながら管理運営に参加する

協働のプラットホームの具体的な仕組みとしての、生田緑地マネジメント会議設置に向け
て、生田緑地マネジメント会議準備会を、年度内に４回開催しました。 

長期未整備公園緑地の見直し 
・対象公園区域の測量を一部実施しました。 

 
【課題と今後の取組】 

・富士見周辺地区について、引き続き「富士見周辺地区整備実施計画」等に基づく取組を推

進します。また、適切に長方形競技場の整備工事に着手するように取り組みます。 

・等々力緑地について、計画的な緑地の再編整備を進めていくために、組織を整備し、等々

力緑地再編整備の取組を推進する必要があります。 

・生田緑地の効果的・効率的な管理運営体制の推進に向けた取り組みや、向ヶ丘遊園跡地に

おける地権者の動向などを踏まえながら、生田緑地ビジョンと連携を図り、計画的な整備

や用地取得を進めていく必要があります。 

・長期未整備公園緑地について、引き続き対象公園区域の測量を行うなど、見直しに向けた

取組を進めます。 

 
 
 

【主な実施結果】 

緑地保全の推進 

・特別緑地保全地区及び緑の保全地域の指定を各 6ｈａを目標に、地権者との交渉を積み重
ねてきた結果、13.1ｈａの指定面積に達しており、用地取得に関しても、年 3ｈａの取得
を目標に地権者との交渉を積み重ねてきた結果、信頼関係により買取りの申し出や寄付の
申し出があり、計 7.4ｈａの取得面積に達しています。 

・多摩・三浦丘陵広域連携について、広域連携会議を５回（合同会議を含む）、ウォーキング
ラリーを２回開催しました。トレイル２箇所の利用等に向け、拠点となる施設やトイレ、
バス停等を考慮した詳細なコース設定を行いました。 

 
【課題と今後の取組】 

・引き続き、「特別緑地保全地区の用地取得」、「特別緑地保全地区及び緑の保全地域の指定」
に取り組みます。 

 

 アクションプログラム 
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３ 協働による緑の環境整備 【達成状況区分 ３】 

 
 
 

【主な実施結果】 

市民との協働による緑化運動の推進 

・「かわさき緑のカーテン大作戦Ⅱ」を展開し、248箇所の公共施設で緑のカーテンを実施し
ました。屋上・壁面緑化等助成制度の普及広報を行い、助成を行いました。地域緑化推進
地区計画の認定及び地区指定を行いました（２地区）。黒川・よこみね緑地（麻生区）で植
樹祭を開催し、500 本の苗木を植樹しました。 

・川崎市みどりの事業所推進協議会を通して、事業所緑化を推進しました。 

緑化推進重点地区の整備 

・リーディング事業として、「宮前平・鷺沼駅周辺地区」において東名川崎インターチェン
ジ前の緑化整備、「登戸・向ヶ丘駅周辺地区」において小杉菅線の緑化整備を行いました。 

臨海部緑の環境整備 

・殿町夜光線の沿道環境整備工事を実施しました。 

・「かわさき臨海のもりづくり」緑化推進計画を策定しました。 

小田公園のリフレッシュ 

・小田公園第１期整備工事を実施しました。 

 

【課題と今後の取組】 
・緑が実感できるまちづくりのためには、都市緑化の推進に継続的に取り組み、市民の緑化

意識の向上を図っていく必要があります。 
・緑化推進重点地区計画に基づいて、緑豊かなまちづくりをより一層進めます。 
・「かわさき臨海のもりづくり」緑化推進計画に基づいて、市民・事業者・行政３者の協働と

連携の取組を進めます。 
・小田公園について、引き続き第２期整備工事の発注を行う必要があります。 

 アクションプログラム 
プラン５
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事業内容・目標

2011(平成23）年度 2012（平成24）年度 2013（平成25）年度 2014（平成26）年度以降

アクションプログラム：魅力ある公園緑地の整備【達成状況区分：3】

○

○

プラン５

現　　状施　策　計　画　名

3
2011年度
実施結果

達成状況区分

富士見周辺地区の整備

富士見公園及び周辺市民利用施設の総合
的・一体的な整備を推進します。

小杉地区のまちづくりを踏まえながら、ス
ポーツ・レクリエーションの拠点及び災害時
の広域避難場所としての整備を進めます。

等々力緑地の整備

達成状況区分

3
2011年度
実施結果

事業推進

事業推進●園路広場整備
●川崎フロンター
レ支援としての陸
上競技場の補修
等

●富士見周辺地
区整備基本計画
の策定
●富士見周辺地
区整備基本計画
に基づく整備の考
え方（改訂版）の
策定
●富士見周辺地
区整備実施計画
の策定

●富士見公園長
方形競技場の完
成（2014年度）

●富士見周辺地
区整備実施計画
に基づく取組の推
進
●富士見公園の
都市計画の変更

●富士見公園長
方形競技場の整
備

●園路広場整備

●釣池の浄化に
向けた調査、検討

・長方形競技場について実施設計を行いました。支援ホーム跡地の暫定整備について設計、工事
を実施しました。
・各公共施設や公園整備における事業調整を行うとともに、都市計画公園区域や用途地域等の都
市計画変更を完了するなど、「富士見周辺地区整備実施計画」等に基づく取り組みを推進しまし
た。
・スポーツ・文化複合施設基本計画を策定しました。事業手法の検討を行い、民間活力を活用した
事業手法（ＰＦＩ）の導入を前提にした事業推進を決定しました。

●富士見周辺地
区整備実施計画
に基づく公園の整
備
●富士見公園長
方形競技場実施
設計
●支援ホーム跡
地の暫定整備

●富士見公園長
方形競技場の整
備着手

●富士見周辺地
区整備実施計画
の策定

●富士見公園長
方形競技場基本
設計

●等々力陸上競
技場の基本設計・
実施設計・整備着
手
●等々力球場の
整備計画の策定

●等々力陸上競
技場の整備

●等々力球場の
基本設計

●等々力陸上競
技場の第１期整備
完了(2014年度)

・緑地全体の基本設計として整備計画図を作成しました。等々力陸上競技場整備計画を策定し、
事業者選定に向けた準備を行いました。

●「スポーツ・文化
複合施設基本計
画（素案）の策定
●スポーツ・文化
複合施設の整備
に向けた調査・検
討

●スポーツ・文化
複合施設に係る
基本計画策定及
び民間活力の導
入による事業手法
の検討

●事業手法の検
討結果を踏まえた
スポーツ・文化複
合施設に係る実
施方針等の策定

●スポーツ・文化
複合施設の実施
方針等に基づく設
計着手及び関係
法令手続き

●等々力緑地再
編整備方針、等々
力緑地再編整備
基本構想の策定
●等々力緑地再
編整備基本計画、
実施計画の策定

●等々力緑地再
編整備実施計画
に基づく取組の推
進
●等々力緑地の
基本設計
●等々力陸上競
技場の整備計画
の策定

施 策 計 画
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事業内容・目標

2011(平成23）年度 2012（平成24）年度 2013（平成25）年度 2014（平成26）年度以降

プラン５

現　　状施　策　計　画　名

施 策 計 画

○

○

・夢見ヶ崎公園の現地調査を行うなど現況を把握しました。公園区域の測量を実施しました。

●周遊散策路、広
場（初山地区）整
備完了

生田緑地の整備

●生田緑地の横
断的管理運営体
制の構築に向け
た指定管理者制
度の導入の準備

●生田緑地以外
の大規模公園緑
地におけるパーク
マネジメント導入
の検討

●ばら苑周辺整
備

●生田緑地ビジョ
ンに基づく取組の
推進
●東口ビジターセ
ンター整備・完成

●西口サテライト
整備･完成

●西口園路の整
備の検討

優れた自然環境の中に文化施設等が立地
する多様な総合公園としての整備・運営を
進めるとともに、市民の利便性の向上や経
営的な視点から緑地全体の効果的・効率
的な管理運営体制の構築を図ります。

●計画的な緑地
内の用地取得
●中央広場整備

●周遊散策路(初
山地区)整備工事

・クラブハウス建替え工事を着手。また、ゴルフ事業指定管理者公募要項を作成し、平成24年度か
ら指定管理者募集を行う準備を行いました。
・生田緑地の横断的管理運営体制の構築に向け、民間活用推進委員会を開催し、指定管理者制
度の導入が望ましいという審議結果を得るとともに、生田緑地の効果的・効率的な管理運営体制
の推進に向けた課題等について、関係部局との調整を行いました。
・用地取得を実施。初山地区周遊散策路・中央広場・東口ビジターセンター・西口サテライトの整
備。
・生田緑地の利用者の利便性の向上のため、東口ビジターセンター・西口サテライトを整備しまし
た。また、生田緑地ビジョンに基づき、多様な主体が相互に連携・調整しながら管理運営に参加す
る協働のプラットフォームの具体的な仕組みとしての、生田緑地マネジメント会議設置に向けて、生
田緑地マネジメント会議準備会を、年度内に４回開催しました。

●指定管理者に
よる生田緑地の
横断的管理運営
の推進

●協働のプラット
フォーム構築に向
けた生田緑地マネ
ジメント会議の設
置・運営

●生田緑地の横
断的管理運営体
制の構築に向け
た調整・検討

●生田緑地の横
断的管理運営体
制の構築に向け
た指定管理者制
度の導入の検討
●協働のプラット
フォーム構築に向
けた生田緑地マネ
ジメント会議準備
会の設置・運営

●西口園路の整
備着手

事業推進

達成状況区分

●東口ビジターセ
ンターを活用した
事業実施
●西口サテライト
の運用

●西口園路の設
計

2011年度
実施結果 3

●生田緑地を形
成する公園施設と
しての緑地の保全
と連携したゴルフ
場の運営
●クラブハウス建
替えの再検討

●クラブハウス建
替え工事着手

●コース及び施設
の適正管理

●ゴルフ場指定管
理者制度導入の
検討

●計画的な緑地
内の用地取得
●中央広場整備
完了
●周遊散策路、広
場（初山地区）整
備

●生田緑地ビジョ
ン策定

●東口ビジターセ
ンター基本設計・
実施設計
●西口サテライト
基本設計・実施設
計
●西口園路の整
備の検討

●クラブハウス建
替え工事

●クラブハウス完
成

●長期未整備公
園緑地の見直し
方針の策定

2011年度
実施結果

達成状況区分

3

●個別公園緑地
の見直し着手
（権利者調査・測
量・区域の検討・
地元説明等都市
計画変更に向け
た取組）

長期未整備公園緑地の見直し

都市計画決定後、長期間未整備の公園緑
地について事業計画の見直しや区域の変
更等の検討を行います。

事業推進
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事業内容・目標

2011(平成23）年度 2012（平成24）年度 2013（平成25）年度 2014（平成26）年度以降

プラン５

現　　状施　策　計　画　名

施 策 計 画

アクションプログラム：緑地保全施策の推進【達成状況区分：2】

○

●関係13自治体
による「多摩・三浦
丘陵の緑と水景に
関する広域連携
会議」の開催
●広域連携トレイ
ル構想の具体化
●広域連携トレイ
ル利用等に向け
た動機付けの検
討

●広域連携トレイ
ル利用等に向け
た動機付けの実
施
●市民・企業・行
政との連携による
シンポジウムの開
催

●「多摩・三浦丘
陵の緑と水景に関
する広域連携会
議」の開催
●広域連携トレイ
ルの計画作成
●ホームページ等
による情報発信の
取組

事業推進●特別緑地保全
地区の指定
●緑の保全地域
の指定
●緑地保全協定
の締結
●ふれあいの森
の保存契約の締
結
●計画的な特別
緑地保全地区の
用地取得
●特別緑地保全
地区の整備

●特別緑地保全
地区の指定拡大
●緑の保全地域
の指定拡大
●緑地保全協定
の締結推進
●ふれあいの森
の契約の締結推
進
●計画的な特別
緑地保全地区の
用地取得
●特別緑地保全
地区の整備実施
　①斜面地安定、
　境界柵、案内
　看板等整備
　②生物多様性
　の保全

・特別緑地保全地区及び緑の保全地域については併せて１３．１haを指定し、目標水準をはるかに
上回りました。
・特別緑地保全地区について、7.44haの用地取得を行い、目標水準をはるかに上回りました。
・多摩・三浦丘陵広域連携について、広域連携会議を５回（合同会議を含む）開催し、ウォーキング
ラリーを２回開催しました。トレイル２箇所の利用等に向け、拠点となる施設やトイレ、バス停等を考
慮した詳細なコース設定を行いました。

2011年度
実施結果

達成状況区分

2

多摩丘陵に残された樹林地等の保全施策
を積極的に進めます。

緑地保全の推進
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事業内容・目標

2011(平成23）年度 2012（平成24）年度 2013（平成25）年度 2014（平成26）年度以降

プラン５

現　　状施　策　計　画　名

施 策 計 画

アクションプログラム：協働による緑の環境整備【達成状況区分：3】

○

○

事業推進

屋上・壁面緑化への助成制度の運用や、
緑の活動団体に対する支援により、緑の確
保と同時に市民の緑化推進に向けた啓発
を行います。

●市民の緑化活
動に対する支援
の実施

●公共施設緑化
の推進

●地域緑化推進
地区認定制度の
普及啓発による市
民の緑化活動促
進

●緑化施設整備
計画認定制度、緑
地協定の活用に
向けた普及啓発

市民との協働による緑化運動の推進

●リーディング事
業の実施
　①「宮前平・鷺
  沼駅周辺地区」
　②「登戸・向ヶ丘
　遊園駅周辺地
　区」

●2024年度まで
に100万本植樹を
達成

事業推進

●「新川崎・鹿島
田駅周辺地区」に
おいて新たな緑化
推進重点地区計
画の策定

・リーディング事業として、「宮前平・鷺沼駅周辺地区」において東名川崎インターチェンジ前の緑化
整備、「登戸・向ヶ丘駅周辺地区」において小杉菅線の緑化整備を行いました。

●「宮前平・鷺沼
駅周辺地区」、「登
戸・向ヶ丘遊園駅
周辺地区」の緑化
推進重点地区計
画策定
●「溝口駅周辺地
区」におけるリー
ディング事業の実
施

●「緑のカーテン
大作戦」の展開

●公共施設緑化
の推進

●地域緑化推進
地区の認定

・(財）川崎市公園緑地協会と連携し、屋上・壁面緑化等助成制度の普及広報を行い、助成を行い
ました。
・当該地区町内会などと調整して、地域緑化推進地区計画の認定及び地区指定を行いました（２地
区）。
・(財）川崎市公園緑地協会と連携し、「緑の活動団体」162団体に対して、緑化活動のための助成
を行いました。
・黒川・よこみね緑地（麻生区）で植樹祭を開催し、500本の苗木を植樹しました。
・川崎市みどりの事業所推進協議会を通して、事業所緑化を推進しました。

【環境等の変化・課題等】
・「かわさき緑のカーテン大作戦Ⅱ」を展開し、248箇所の公共施設で緑のカーテンを実施しました。

2011年度
実施結果

●「市民10万本植
樹」事業の推進、
市民、事業者主体
の森づくりとして、
毎年約１万本、
2009年度までに５
万本超の植樹
●2010年度から
は市制100周年ま
でに100万本の植
樹をめざして、地
域の緑化運動を
促進

●市民、事業者、
行政のパートナー
シップによる、市
民100万本植樹運
動の推進

●植樹イベントの
開催

●公共施設緑化、
市民活動支援等
を通した植樹の促
進

達成状況区分

3

緑化推進重点地区の整備

2011年度
実施結果

達成状況区分

市民・事業者との協働により策定した緑化
推進重点地区計画に基づいた緑化を行
い、花と緑を基調とした魅力あるまちづくり
を推進します。

3
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事業内容・目標

2011(平成23）年度 2012（平成24）年度 2013（平成25）年度 2014（平成26）年度以降

プラン５

現　　状施　策　計　画　名

施 策 計 画

○

○

●緑化推進計画
に基づく臨海部の
公園緑地・街路
樹、公共施設等の
緑の環境整備実
施
●効果的な事業
所緑化等の誘導
及び支援

●御幸公園の整
備に向けた国の
治水事業との調
整
●小田公園整備
実施計画の策定
及び次年度の整
備に向けた設計

●緑化推進計画
（地区別）の策定
に向けたモデル事
業の実施

●緑化推進計画
（地区別）の策定

事業推進●「臨海のもりづく
り」共同アピール
の実施
●基本構想の策
定
●緑化推進計画
（地区別）の策定
に向けたパイロッ
トエリアの先行整
備の実施
●緑化推進計画
（地区別）の検討

事業推進

達成状況区分

臨海部の魅力づくりや環境改善、景観向上
に向け、臨海部の公園・緑地及び街路樹等
の再生と、事業所による効果的な緑化の誘
導を促進します。

●御幸公園の堤
防区域の設計

●小田公園設計
及び整備

3

・殿町夜光線の沿道環境整備工事を実施しました。
・「かわさき臨海のもりづくり」緑化推進計画を策定しました。

達成状況区分

3

・小田公園第１期整備工事を実施しました。
・小田公園第２期整備設計委託を完成しました。

小田公園のリフレッシュ ●御幸公園整備
完了

2011年度
実施結果

リフレッシュパーク事業として、市民参画に
より、小田公園を新たな公園に再生しま
す。

2011年度
実施結果

臨海部緑の環境整備
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